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� 所属部門所属部門所属部門所属部門
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� 経歴経歴経歴経歴

IEEE1394 WDMIEEE1394 WDMIEEE1394 WDMIEEE1394 WDMドライバ開発ドライバ開発ドライバ開発ドライバ開発
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. 要求モレという問題要求モレという問題要求モレという問題要求モレという問題

ⅠⅠⅠⅠ．．．．要求モレという問題要求モレという問題要求モレという問題要求モレという問題

USDMでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ない

ⅡⅡⅡⅡ．．．．要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順

ⅢⅢⅢⅢ．．．．変換を通じて見つかる要求モレ変換を通じて見つかる要求モレ変換を通じて見つかる要求モレ変換を通じて見つかる要求モレ

ⅣⅣⅣⅣ．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

ⅤⅤⅤⅤ. まとめまとめまとめまとめ
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1. USDMの適用範囲の適用範囲の適用範囲の適用範囲

USDMUSDMUSDMUSDMは要求の表現に重点を置く記法であるは要求の表現に重点を置く記法であるは要求の表現に重点を置く記法であるは要求の表現に重点を置く記法である

� 要求の発見と洗練の手立ては薄い要求の発見と洗練の手立ては薄い要求の発見と洗練の手立ては薄い要求の発見と洗練の手立ては薄い

出典：出典：出典：出典： AFFORDD勉強会資料勉強会資料勉強会資料勉強会資料 USDM1.2 を元に作成したを元に作成したを元に作成したを元に作成した

要求の発見要求の発見要求の発見要求の発見

要求の洗練要求の洗練要求の洗練要求の洗練要求の表現要求の表現要求の表現要求の表現

USDMのののの

カバー範囲カバー範囲カバー範囲カバー範囲

ユースケースなどユースケースなどユースケースなどユースケースなど

他手法とつなぐ他手法とつなぐ他手法とつなぐ他手法とつなぐ
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2. USDMにおける要求の発見における要求の発見における要求の発見における要求の発見

要求モレへの対応方法は限定的になる要求モレへの対応方法は限定的になる要求モレへの対応方法は限定的になる要求モレへの対応方法は限定的になる

� 昇華によって要求のモレに気づく場合もある昇華によって要求のモレに気づく場合もある昇華によって要求のモレに気づく場合もある昇華によって要求のモレに気づく場合もある

出典：出典：出典：出典： AFFORDD勉強会資料勉強会資料勉強会資料勉強会資料 USDM1.2 を元に作成したを元に作成したを元に作成したを元に作成した

要求 MAL01-02

理由

□ MAL01-02-1

□ MAL01-02-2 A認D 超R

□ MAL01-02-3

□ MAL01-02-4 Subject

理由を共有し理由を共有し理由を共有し理由を共有し

ない仕様ない仕様ない仕様ない仕様

新たに要求を立て新たに要求を立て新たに要求を立て新たに要求を立て

仕様を移動する仕様を移動する仕様を移動する仕様を移動する

昇華の事例昇華の事例昇華の事例昇華の事例
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3. 要求モレによる影響要求モレによる影響要求モレによる影響要求モレによる影響

設計構造は要求モレによって崩れる設計構造は要求モレによって崩れる設計構造は要求モレによって崩れる設計構造は要求モレによって崩れる

� 「すっかり忘れていた」は対処しづらい「すっかり忘れていた」は対処しづらい「すっかり忘れていた」は対処しづらい「すっかり忘れていた」は対処しづらい

悪影響悪影響悪影響悪影響

1.1.1.1. 設計構造が崩れる設計構造が崩れる設計構造が崩れる設計構造が崩れる

• 時間が無いので場当たり的に対応する時間が無いので場当たり的に対応する時間が無いので場当たり的に対応する時間が無いので場当たり的に対応する

• うまく追加要求に対応できず構造が崩れるうまく追加要求に対応できず構造が崩れるうまく追加要求に対応できず構造が崩れるうまく追加要求に対応できず構造が崩れる

2.2.2.2. 非機能要求が実現できない非機能要求が実現できない非機能要求が実現できない非機能要求が実現できない

• データ構造の不適合でパフォーマンスがでないデータ構造の不適合でパフォーマンスがでないデータ構造の不適合でパフォーマンスがでないデータ構造の不適合でパフォーマンスがでない

• タスク構造が崩れでタスク構造が崩れでタスク構造が崩れでタスク構造が崩れで動作が不安定動作が不安定動作が不安定動作が不安定になるになるになるになる

建て増し建て増し建て増し建て増し

温泉旅館状態温泉旅館状態温泉旅館状態温泉旅館状態

信頼性の欠如信頼性の欠如信頼性の欠如信頼性の欠如



. 要求をクラス図へ変換する手順要求をクラス図へ変換する手順要求をクラス図へ変換する手順要求をクラス図へ変換する手順

ⅠⅠⅠⅠ．．．．要要要要求モレという問題求モレという問題求モレという問題求モレという問題

ⅡⅡⅡⅡ．．．．要求要求要求要求ををををクラス図に変換するクラス図に変換するクラス図に変換するクラス図に変換する手順手順手順手順

要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる

ⅢⅢⅢⅢ．．．．変換変換変換変換を通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレ

ⅣⅣⅣⅣ．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

ⅤⅤⅤⅤ. まとめまとめまとめまとめ
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1. USDMの要求と機能の要求と機能の要求と機能の要求と機能

粒度の揃った粒度の揃った粒度の揃った粒度の揃った目的語目的語目的語目的語とととと動詞動詞動詞動詞が要求に現れるが要求に現れるが要求に現れるが要求に現れる

� 動詞で表現される動詞で表現される動詞で表現される動詞で表現される振る舞い振る舞い振る舞い振る舞いで機能が決まるで機能が決まるで機能が決まるで機能が決まる

要求 M01-02

理由

□ M01-02-1

□ M01-02-2 A認D 超R

□ M01-02-3

要求 M01-03

理由

□ M01-03-1 Subject

□ M01-03-2 容0

USDMによる要求と要求仕様の整理例による要求と要求仕様の整理例による要求と要求仕様の整理例による要求と要求仕様の整理例 USDM : Universal Specification Describing Manner

主に構造（クラス図）に主に構造（クラス図）に主に構造（クラス図）に主に構造（クラス図）に

反映される機能反映される機能反映される機能反映される機能

主に関数内に反主に関数内に反主に関数内に反主に関数内に反

映される機能映される機能映される機能映される機能

出典：出典：出典：出典： 「要求を仕様化する技術表現する技術「要求を仕様化する技術表現する技術「要求を仕様化する技術表現する技術「要求を仕様化する技術表現する技術 改定第２版」改定第２版」改定第２版」改定第２版」 （清水吉男（清水吉男（清水吉男（清水吉男 著、著、著、著、2010年）年）年）年） の要求仕様の記述例の要求仕様の記述例の要求仕様の記述例の要求仕様の記述例
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1.1 機能とは何か？機能とは何か？機能とは何か？機能とは何か？

目的語と動詞で、目的語と動詞で、目的語と動詞で、目的語と動詞で、目的となる機能目的となる機能目的となる機能目的となる機能を捉えるを捉えるを捉えるを捉える

� 機能とは、機能とは、機能とは、機能とは、目的語目的語目的語目的語＋＋＋＋動詞動詞動詞動詞であるであるであるである

情報処理の情報処理の情報処理の情報処理の

出典：出典：出典：出典： 「新・「新・「新・「新・VEの基本の基本の基本の基本 価値分析の考え方とプロセス」（土屋裕価値分析の考え方とプロセス」（土屋裕価値分析の考え方とプロセス」（土屋裕価値分析の考え方とプロセス」（土屋裕 監修、産能大学監修、産能大学監修、産能大学監修、産能大学VE研究グループ研究グループ研究グループ研究グループ 著、著、著、著、1998年）を元に作成した年）を元に作成した年）を元に作成した年）を元に作成した

機能の表現機能の表現機能の表現機能の表現

＜定義の対象＞＜定義の対象＞＜定義の対象＞＜定義の対象＞ ＜目的語＞＜目的語＞＜目的語＞＜目的語＞＜動詞＞＜動詞＞＜動詞＞＜動詞＞ ＜制約条件＞＜制約条件＞＜制約条件＞＜制約条件＞

腕時計は腕時計は腕時計は腕時計は 時刻時刻時刻時刻 を示すを示すを示すを示す ±±±±10秒／月差秒／月差秒／月差秒／月差

機能機能機能機能 （言葉のモデル）（言葉のモデル）（言葉のモデル）（言葉のモデル）機能の割付対象機能の割付対象機能の割付対象機能の割付対象

記述のポイント記述のポイント記述のポイント記述のポイント

• 定義の対象を一般化して捉えないで、定義の対象を一般化して捉えないで、定義の対象を一般化して捉えないで、定義の対象を一般化して捉えないで、対象特有のはたらき対象特有のはたらき対象特有のはたらき対象特有のはたらきを定義するを定義するを定義するを定義する

「を制御する」ではダメ「を制御する」ではダメ「を制御する」ではダメ「を制御する」ではダメ
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2. 要求から機能一覧を作る要求から機能一覧を作る要求から機能一覧を作る要求から機能一覧を作る

USDMUSDMUSDMUSDMの要求から機能一覧を作るの要求から機能一覧を作るの要求から機能一覧を作るの要求から機能一覧を作る

� 事前に整理されているので事前に整理されているので事前に整理されているので事前に整理されているので機能の粒度機能の粒度機能の粒度機能の粒度が揃うが揃うが揃うが揃う

目的語目的語目的語目的語 動詞動詞動詞動詞 制約条件制約条件制約条件制約条件

複数のキーワード複数のキーワード複数のキーワード複数のキーワード を組み合わせるを組み合わせるを組み合わせるを組み合わせる

メールメールメールメール を検索するを検索するを検索するを検索する キーワードでキーワードでキーワードでキーワードで

検索されたメール検索されたメール検索されたメール検索されたメール をリスト表示するをリスト表示するをリスト表示するをリスト表示する

メールメールメールメール を選択するを選択するを選択するを選択する リスト表示からリスト表示からリスト表示からリスト表示から

選択済みのメール選択済みのメール選択済みのメール選択済みのメール を表示するを表示するを表示するを表示する

機能一覧の記述例機能一覧の記述例機能一覧の記述例機能一覧の記述例

Who(だれがだれがだれがだれが)、、、、What(何を何を何を何を)、、、、
When(いついついついつ)、、、、Where(どこでどこでどこでどこで)、、、、
How mach （どの程度）（どの程度）（どの程度）（どの程度）

How to ( どのようにどのようにどのようにどのように) などなどなどなど

構造（クラス図）に構造（クラス図）に構造（クラス図）に構造（クラス図）に

反映される粒度反映される粒度反映される粒度反映される粒度

「「「「要求を仕様化する技術表現する技術要求を仕様化する技術表現する技術要求を仕様化する技術表現する技術要求を仕様化する技術表現する技術 改定第２版」改定第２版」改定第２版」改定第２版」 （清水吉男（清水吉男（清水吉男（清水吉男 著、著、著、著、2010年）年）年）年） の要求の要求の要求の要求仕様仕様仕様仕様のののの

記述例から作成した記述例から作成した記述例から作成した記述例から作成した
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3. 機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける

目的語目的語目的語目的語はクラス、はクラス、はクラス、はクラス、動詞動詞動詞動詞は関連名にするは関連名にするは関連名にするは関連名にする

目的語目的語目的語目的語 動詞動詞動詞動詞

キー状態キー状態キー状態キー状態 を取得するを取得するを取得するを取得する

ブザーブザーブザーブザー を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

LED を点滅するを点滅するを点滅するを点滅する

ブザーブザーブザーブザー

規準規準規準規準

� 目的語をクラスにしている目的語をクラスにしている目的語をクラスにしている目的語をクラスにしている

� 助詞と動詞を関連にしている助詞と動詞を関連にしている助詞と動詞を関連にしている助詞と動詞を関連にしている

キー状態キー状態キー状態キー状態

LED

を取得するを取得するを取得するを取得する

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

を点滅するを点滅するを点滅するを点滅する

関連を記述する都合関連を記述する都合関連を記述する都合関連を記述する都合

上、空クラスを置く上、空クラスを置く上、空クラスを置く上、空クラスを置く

目的語をク目的語をク目的語をク目的語をク

ラスにするラスにするラスにするラスにする

機能一覧表機能一覧表機能一覧表機能一覧表
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4. クラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえる

細かくなったクラスを統合する細かくなったクラスを統合する細かくなったクラスを統合する細かくなったクラスを統合する

ブザーブザーブザーブザー

規準規準規準規準

� 同じものには、同じ名前をつけている同じものには、同じ名前をつけている同じものには、同じ名前をつけている同じものには、同じ名前をつけている

� 属性レベルのクラスを統合している属性レベルのクラスを統合している属性レベルのクラスを統合している属性レベルのクラスを統合している

� 統合したクラスの関連をつなぎ直している統合したクラスの関連をつなぎ直している統合したクラスの関連をつなぎ直している統合したクラスの関連をつなぎ直している

キー状態キー状態キー状態キー状態

を取得するを取得するを取得するを取得する

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

Keyロックロックロックロック を有効を有効を有効を有効

にするにするにするにする

同じものには同じものには同じものには同じものには

同じ名前を付同じ名前を付同じ名前を付同じ名前を付

けるけるけるける

「キーの状態」「キーの状態」「キーの状態」「キーの状態」

と言えると言えると言えると言える

ブザーブザーブザーブザー

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- ロックロックロックロック

の状態の状態の状態の状態をををを

取得する取得する取得する取得する

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

のロックのロックのロックのロック

を有効にを有効にを有効にを有効に

するするするする

同じものを同じものを同じものを同じものを

統合する統合する統合する統合する

統合で複統合で複統合で複統合で複

数の関連数の関連数の関連数の関連

ができるができるができるができる

情報がモレな情報がモレな情報がモレな情報がモレな

いように名前いように名前いように名前いように名前

を言い換えるを言い換えるを言い換えるを言い換える
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5. 空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する

関連をつなぎ直して、空クラスを削除する関連をつなぎ直して、空クラスを削除する関連をつなぎ直して、空クラスを削除する関連をつなぎ直して、空クラスを削除する

規準規準規準規準

� 読み上げたとき読み上げたとき読み上げたとき読み上げたとき主語となるクラス主語となるクラス主語となるクラス主語となるクラスに関連をつなぎ直しているに関連をつなぎ直しているに関連をつなぎ直しているに関連をつなぎ直している

� 関連が無くなった空のクラスを削除している関連が無くなった空のクラスを削除している関連が無くなった空のクラスを削除している関連が無くなった空のクラスを削除している

ブザーブザーブザーブザー

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- ロックロックロックロック

パネルパネルパネルパネル

の状態をの状態をの状態をの状態を

取得する取得する取得する取得する

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

のロックのロックのロックのロック

を有効にを有効にを有効にを有効に

するするするする

LED

を点滅するを点滅するを点滅するを点滅する

ブザーブザーブザーブザー

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- ロックロックロックロック

パネルパネルパネルパネル

の状態をの状態をの状態をの状態を

取得する取得する取得する取得する

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

のロックのロックのロックのロック

を有効にを有効にを有効にを有効に

するするするする

LEDを点滅を点滅を点滅を点滅

するするするする

関連をつな関連をつな関連をつな関連をつな

ぎなおすぎなおすぎなおすぎなおす

空のクラス空のクラス空のクラス空のクラス

を削除するを削除するを削除するを削除する

をロックするをロックするをロックするをロックする

をロックするをロックするをロックするをロックする

主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら

自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ
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6. 本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する

細かい関連細かい関連細かい関連細かい関連はメソッドとしてクラスに取り込むはメソッドとしてクラスに取り込むはメソッドとしてクラスに取り込むはメソッドとしてクラスに取り込む

規準規準規準規準

� 関連をメソッドとしてクラスに取り込んでいる関連をメソッドとしてクラスに取り込んでいる関連をメソッドとしてクラスに取り込んでいる関連をメソッドとしてクラスに取り込んでいる

� 取り込んだ関連を本質的な関連に置き換えている取り込んだ関連を本質的な関連に置き換えている取り込んだ関連を本質的な関連に置き換えている取り込んだ関連を本質的な関連に置き換えている

パネルパネルパネルパネル

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- 検出検出検出検出

の状態をの状態をの状態をの状態を

取得する取得する取得する取得する

チャイルド・ロックのチャイルド・ロックのチャイルド・ロックのチャイルド・ロックの

場合、場合、場合、場合、の検出を可の検出を可の検出を可の検出を可

能にする能にする能にする能にする

条件付条件付条件付条件付

き関連き関連き関連き関連
パネルパネルパネルパネル

-

- チャイルドロックを判定するチャイルドロックを判定するチャイルドロックを判定するチャイルドロックを判定する()

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- 検出検出検出検出

+ 検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする()
+ 検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする()
+ 状態を取得する状態を取得する状態を取得する状態を取得する()

制御元制御元制御元制御元

条件判定は非条件判定は非条件判定は非条件判定は非

公開メソッドとし公開メソッドとし公開メソッドとし公開メソッドとし

て取り込まれるて取り込まれるて取り込まれるて取り込まれる

関連名の動詞は、関連名の動詞は、関連名の動詞は、関連名の動詞は、

公開メソッドとして公開メソッドとして公開メソッドとして公開メソッドとして

取り込まれる取り込まれる取り込まれる取り込まれる

の検出を不の検出を不の検出を不の検出を不

能にする能にする能にする能にする

制御対象制御対象制御対象制御対象

を確認するを確認するを確認するを確認する

確認元確認元確認元確認元

確認先確認先確認先確認先

を無効にするを無効にするを無効にするを無効にする

制御元制御元制御元制御元

制御対象制御対象制御対象制御対象

確認元確認元確認元確認元

制御元制御元制御元制御元

制御対象制御対象制御対象制御対象

ロールが異ロールが異ロールが異ロールが異

なる関連はなる関連はなる関連はなる関連は

統合しない統合しない統合しない統合しない
確認先確認先確認先確認先



. 変換変換変換変換を通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレを通じて見つかる要求モレ

ⅠⅠⅠⅠ．．．．要要要要求モレという問題求モレという問題求モレという問題求モレという問題

ⅡⅡⅡⅡ．．．．要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順要求をクラス図に変換する手順

ⅢⅢⅢⅢ．．．．変換を変換を変換を変換を通じて見つかる要求通じて見つかる要求通じて見つかる要求通じて見つかる要求モレモレモレモレ

変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある

ⅣⅣⅣⅣ．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

ⅤⅤⅤⅤ．．．．まとめまとめまとめまとめ
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1. クラス図へ変換した事例クラス図へ変換した事例クラス図へ変換した事例クラス図へ変換した事例

機械的な手順で短時間にサクサク変換する機械的な手順で短時間にサクサク変換する機械的な手順で短時間にサクサク変換する機械的な手順で短時間にサクサク変換する

この事例ではこの事例ではこの事例ではこの事例では40分程度で変換を完了！分程度で変換を完了！分程度で変換を完了！分程度で変換を完了！
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2. 機能一覧で見つかるモレ機能一覧で見つかるモレ機能一覧で見つかるモレ機能一覧で見つかるモレ

動詞が不足すると動詞が不足すると動詞が不足すると動詞が不足すると、、、、そもそも機能一覧を作れないそもそも機能一覧を作れないそもそも機能一覧を作れないそもそも機能一覧を作れない

� 振る舞い振る舞い振る舞い振る舞い（動詞）（動詞）（動詞）（動詞）の不足は要求モレの不足は要求モレの不足は要求モレの不足は要求モレであるであるであるである

要求要求要求要求 PRT11 A 予想との乖離が一定以上開いたときは通知する予想との乖離が一定以上開いたときは通知する予想との乖離が一定以上開いたときは通知する予想との乖離が一定以上開いたときは通知する

B 商品毎に商品毎に商品毎に商品毎に設定され設定され設定され設定されている当日の売上数量の予測に対ている当日の売上数量の予測に対ている当日の売上数量の予測に対ている当日の売上数量の予測に対

して、実売データとの間に大きなして、実売データとの間に大きなして、実売データとの間に大きなして、実売データとの間に大きな開きがある開きがある開きがある開きがあるときは警ときは警ときは警ときは警

告メッセージをマネージャの告メッセージをマネージャの告メッセージをマネージャの告メッセージをマネージャのPC画面に出す画面に出す画面に出す画面に出す

目的語目的語目的語目的語 動詞動詞動詞動詞 制約条件制約条件制約条件制約条件

売り上げ数量の予測売り上げ数量の予測売り上げ数量の予測売り上げ数量の予測 を設定するを設定するを設定するを設定する 当日分を商品毎に当日分を商品毎に当日分を商品毎に当日分を商品毎に

予測と実績の差予測と実績の差予測と実績の差予測と実績の差 を確認するを確認するを確認するを確認する 当日分を商品毎に当日分を商品毎に当日分を商品毎に当日分を商品毎に

警告メッセージ警告メッセージ警告メッセージ警告メッセージ を画面に出すを画面に出すを画面に出すを画面に出す ・・・・ 予実に大きな乖離があるとき予実に大きな乖離があるとき予実に大きな乖離があるとき予実に大きな乖離があるとき

・・・・ マネージャーのマネージャーのマネージャーのマネージャーのPC画面へ画面へ画面へ画面へ

Bの表現なら機能一覧の表現なら機能一覧の表現なら機能一覧の表現なら機能一覧にできるにできるにできるにできる

出典：出典：出典：出典： AFFORDD勉強会資料勉強会資料勉強会資料勉強会資料 USDM1.2 

一覧化で曖昧な一覧化で曖昧な一覧化で曖昧な一覧化で曖昧な

表現も見つかる表現も見つかる表現も見つかる表現も見つかる

すべての要求を並べたとすべての要求を並べたとすべての要求を並べたとすべての要求を並べたと

きにきにきにきに機能機能機能機能（目的語＋動詞）（目的語＋動詞）（目的語＋動詞）（目的語＋動詞）にににに

モレがないことモレがないことモレがないことモレがないこと
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3. 変換途中で見つかる変換途中で見つかる変換途中で見つかる変換途中で見つかるモレモレモレモレ

主に関連をつなぎなおす時にモレが見つかる主に関連をつなぎなおす時にモレが見つかる主に関連をつなぎなおす時にモレが見つかる主に関連をつなぎなおす時にモレが見つかる

� 名詞名詞名詞名詞(クラスクラスクラスクラス)やややや動詞動詞動詞動詞(関連関連関連関連)のモレとして気づくのモレとして気づくのモレとして気づくのモレとして気づく

主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら

自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ

機能一覧が不完機能一覧が不完機能一覧が不完機能一覧が不完

全だと孤立する全だと孤立する全だと孤立する全だと孤立する

空クラスへの空クラスへの空クラスへの空クラスへの

関連が無くなる関連が無くなる関連が無くなる関連が無くなる

モレていたモレていたモレていたモレていた

クラスを補うクラスを補うクラスを補うクラスを補う

制約条件からも制約条件からも制約条件からも制約条件からも

主語となるクラ主語となるクラ主語となるクラ主語となるクラ

スを特定できるスを特定できるスを特定できるスを特定できる
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4. 機能機能機能機能を通して見つかるモレを通して見つかるモレを通して見つかるモレを通して見つかるモレ

コミュニケーション図を作るとモレが見つかるコミュニケーション図を作るとモレが見つかるコミュニケーション図を作るとモレが見つかるコミュニケーション図を作るとモレが見つかる

� モレがあると主要機能を通すことができないモレがあると主要機能を通すことができないモレがあると主要機能を通すことができないモレがあると主要機能を通すことができない

機能に付随する品質機能に付随する品質機能に付随する品質機能に付随する品質

要求のヒントにもなる要求のヒントにもなる要求のヒントにもなる要求のヒントにもなる

クラス図クラス図クラス図クラス図

コミュニケーション図コミュニケーション図コミュニケーション図コミュニケーション図

主要な機能主要な機能主要な機能主要な機能

1. 省電力状態に移行する省電力状態に移行する省電力状態に移行する省電力状態に移行する

2. 省電力から復帰する省電力から復帰する省電力から復帰する省電力から復帰する

モレがあれば、モレがあれば、モレがあれば、モレがあれば、

途中で処理が途中で処理が途中で処理が途中で処理が

止まる止まる止まる止まる

主要な振る舞いのモレ主要な振る舞いのモレ主要な振る舞いのモレ主要な振る舞いのモレ

で、呼び出しに必要なで、呼び出しに必要なで、呼び出しに必要なで、呼び出しに必要な

関連が関連が関連が関連が不足する不足する不足する不足する

補助的補助的補助的補助的な振る舞いのな振る舞いのな振る舞いのな振る舞いの

モレで、呼び出し先のモレで、呼び出し先のモレで、呼び出し先のモレで、呼び出し先の

関数が関数が関数が関数がなくなるなくなるなくなるなくなる

目的語のモレで、関目的語のモレで、関目的語のモレで、関目的語のモレで、関

数を収容するクラス数を収容するクラス数を収容するクラス数を収容するクラス

がなくなるがなくなるがなくなるがなくなる
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5. モレを要求仕様に反映するモレを要求仕様に反映するモレを要求仕様に反映するモレを要求仕様に反映する

見つかった名詞と動詞のモレを要求に反映する見つかった名詞と動詞のモレを要求に反映する見つかった名詞と動詞のモレを要求に反映する見つかった名詞と動詞のモレを要求に反映する

� 短時間短時間短時間短時間ののののモデリングの試行でも効果がでるモデリングの試行でも効果がでるモデリングの試行でも効果がでるモデリングの試行でも効果がでる

要求要求要求要求

仕様書仕様書仕様書仕様書

振る舞いの振る舞いの振る舞いの振る舞いの

検証シナリオ検証シナリオ検証シナリオ検証シナリオ

コミュニケーション図コミュニケーション図コミュニケーション図コミュニケーション図

クラス図クラス図クラス図クラス図
要求をクラス図要求をクラス図要求をクラス図要求をクラス図

へ変換するへ変換するへ変換するへ変換する

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

図を作る図を作る図を作る図を作る

検証シナリオ検証シナリオ検証シナリオ検証シナリオ

を作るを作るを作るを作る

ユースユースユースユース

ケースケースケースケース

要求を要求を要求を要求を

追記する追記する追記する追記する

要求を追記・更新する要求を追記・更新する要求を追記・更新する要求を追記・更新する

要求を追記・更新する要求を追記・更新する要求を追記・更新する要求を追記・更新する

機能要求機能要求機能要求機能要求

構造を構造を構造を構造を

更新する更新する更新する更新する

仕様化の前仕様化の前仕様化の前仕様化の前

に変換するに変換するに変換するに変換する

アーキテクチャ設計アーキテクチャ設計アーキテクチャ設計アーキテクチャ設計

＆規模見積り＆規模見積り＆規模見積り＆規模見積り

考え込まず考え込まず考え込まず考え込まずにサクサクとにサクサクとにサクサクとにサクサクと

変換してモレを見つける変換してモレを見つける変換してモレを見つける変換してモレを見つける



2014/06/06 ©SEIKO EPSON CORP. 2014 USDM2UML 要求をクラス図に変換する 21

6. USDMとモデリングとモデリングとモデリングとモデリング

目的が同じなのでモデリングの役割を変える目的が同じなのでモデリングの役割を変える目的が同じなのでモデリングの役割を変える目的が同じなのでモデリングの役割を変える

� 要求分析でなく要求分析でなく要求分析でなく要求分析でなく構造への変換手順構造への変換手順構造への変換手順構造への変換手順とするとするとするとする

要求を要求を要求を要求を

決める決める決める決める

Inter
view

user

manager

専門家専門家専門家専門家

開発経験者開発経験者開発経験者開発経験者

エキスパートエキスパートエキスパートエキスパート

本質的な本質的な本質的な本質的な

情報を補う情報を補う情報を補う情報を補う

requirements

何かきっかけを何かきっかけを何かきっかけを何かきっかけを

見つけてくる見つけてくる見つけてくる見つけてくる

（現象的な要求をとにかく集める）（現象的な要求をとにかく集める）（現象的な要求をとにかく集める）（現象的な要求をとにかく集める）

現実世界のモデル現実世界のモデル現実世界のモデル現実世界のモデル model

体系的体系的体系的体系的

完全完全完全完全

無矛盾無矛盾無矛盾無矛盾

厳密厳密厳密厳密

最少最少最少最少

でないでないでないでない

整理する整理する整理する整理する

・・・・

・・・・

・・・・

オブジェクトモデルオブジェクトモデルオブジェクトモデルオブジェクトモデル

ダイナミックモデルダイナミックモデルダイナミックモデルダイナミックモデル

機能モデル機能モデル機能モデル機能モデル

分析モデリング分析モデリング分析モデリング分析モデリング

出典：出典：出典：出典： ソフトウェア工学実践の基礎ソフトウェア工学実践の基礎ソフトウェア工学実践の基礎ソフトウェア工学実践の基礎

落水落水落水落水 浩一郎浩一郎浩一郎浩一郎 著著著著

USDMではではではではmodel の代わりの代わりの代わりの代わり

に記述フォーマットの工夫でに記述フォーマットの工夫でに記述フォーマットの工夫でに記述フォーマットの工夫で

厳密性を保つ厳密性を保つ厳密性を保つ厳密性を保つ

Semi formal method
を用いて厳密にもれなを用いて厳密にもれなを用いて厳密にもれなを用いて厳密にもれな

く表現するく表現するく表現するく表現する

とは言え、もともと要求とは言え、もともと要求とは言え、もともと要求とは言え、もともと要求

分析の記法なので曖昧分析の記法なので曖昧分析の記法なので曖昧分析の記法なので曖昧

な箇所も発見できるな箇所も発見できるな箇所も発見できるな箇所も発見できる



. 成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

ⅠⅠⅠⅠ．．．．要要要要求モレという問題求モレという問題求モレという問題求モレという問題

ⅡⅡⅡⅡ．要求をクラス図に変換する手順．要求をクラス図に変換する手順．要求をクラス図に変換する手順．要求をクラス図に変換する手順

ⅢⅢⅢⅢ．変換を通じて見つかる要求モレ．変換を通じて見つかる要求モレ．変換を通じて見つかる要求モレ．変換を通じて見つかる要求モレ

ⅣⅣⅣⅣ．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である

ⅤⅤⅤⅤ. まとめまとめまとめまとめ
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1. 定性的な効果定性的な効果定性的な効果定性的な効果

要求仕様作成の動機付けにもなっている要求仕様作成の動機付けにもなっている要求仕様作成の動機付けにもなっている要求仕様作成の動機付けにもなっている

� USDMUSDMUSDMUSDMとの連携にも手ごたえを感じているとの連携にも手ごたえを感じているとの連携にも手ごたえを感じているとの連携にも手ごたえを感じている

・・・・ USDMからの言葉の洗い出しをきっちりやっておくからの言葉の洗い出しをきっちりやっておくからの言葉の洗い出しをきっちりやっておくからの言葉の洗い出しをきっちりやっておく

ことでその後のクラス分析のやり易さにつながるとことでその後のクラス分析のやり易さにつながるとことでその後のクラス分析のやり易さにつながるとことでその後のクラス分析のやり易さにつながると

感じた。感じた。感じた。感じた。

・・・・ しっかりとしっかりとしっかりとしっかりとUSDMで記載された要求仕様書をまず用で記載された要求仕様書をまず用で記載された要求仕様書をまず用で記載された要求仕様書をまず用

意する必要があり、そのための準備が前もって行っ意する必要があり、そのための準備が前もって行っ意する必要があり、そのための準備が前もって行っ意する必要があり、そのための準備が前もって行っ

てあれば尚効率的に設計できたと感じました。てあれば尚効率的に設計できたと感じました。てあれば尚効率的に設計できたと感じました。てあれば尚効率的に設計できたと感じました。

＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞
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1.1 アンケートの方法アンケートの方法アンケートの方法アンケートの方法

トレーニングの受講者へアンケートを実施したトレーニングの受講者へアンケートを実施したトレーニングの受講者へアンケートを実施したトレーニングの受講者へアンケートを実施した

� トレーニングは延べトレーニングは延べトレーニングは延べトレーニングは延べ200200200200名以上が受講している名以上が受講している名以上が受講している名以上が受講している

32%32%32%32%

65%65%65%65%

1%1%1%1%
2%2%2%2%

0%0%0%0%

よく理解でよく理解でよく理解でよく理解で

きたきたきたきた

まあまあ理まあまあ理まあまあ理まあまあ理

解できた解できた解できた解できた

どちらとも言どちらとも言どちらとも言どちらとも言

えないえないえないえない

あまり理解あまり理解あまり理解あまり理解

できないできないできないできない

まったく理解まったく理解まったく理解まったく理解

できないできないできないできない

58%58%58%58%

36%36%36%36%

0%0%0%0%
6%6%6%6%

0%0%0%0% とても勧めとても勧めとても勧めとても勧め

たいたいたいたい

まあまあ勧まあまあ勧まあまあ勧まあまあ勧

めたいめたいめたいめたい

どちらとも言どちらとも言どちらとも言どちらとも言

えないえないえないえない

あまり勧めあまり勧めあまり勧めあまり勧め

たくないたくないたくないたくない

勧めたくな勧めたくな勧めたくな勧めたくな

いいいい

《《《《質問質問質問質問》》》》

本トレーニングの受講を他の人に勧本トレーニングの受講を他の人に勧本トレーニングの受講を他の人に勧本トレーニングの受講を他の人に勧

めたいと思いますか？めたいと思いますか？めたいと思いますか？めたいと思いますか？

《《《《質問質問質問質問》》》》

本トレーニングの内容は理本トレーニングの内容は理本トレーニングの内容は理本トレーニングの内容は理

解できましたか？解できましたか？解できましたか？解できましたか？

満足度満足度満足度満足度

理解度理解度理解度理解度

調査期間：調査期間：調査期間：調査期間：2011年年年年3月～月～月～月～2012年年年年7月、回答数：月、回答数：月、回答数：月、回答数：110名名名名
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2. 定量的な効果定量的な効果定量的な効果定量的な効果

従来のモデリングよりも生産性が向上した従来のモデリングよりも生産性が向上した従来のモデリングよりも生産性が向上した従来のモデリングよりも生産性が向上した

� トレーニングでトレーニングでトレーニングでトレーニングで品質品質品質品質とととと生産性生産性生産性生産性に効果があったに効果があったに効果があったに効果があった

1.1.1.1. 部門独自で取り組んだとき部門独自で取り組んだとき部門独自で取り組んだとき部門独自で取り組んだとき

品質悪化に歯止めができ生産性も向上した品質悪化に歯止めができ生産性も向上した品質悪化に歯止めができ生産性も向上した品質悪化に歯止めができ生産性も向上した

� 不具合を不具合を不具合を不具合を80%80%80%80%削減、開発期間を削減、開発期間を削減、開発期間を削減、開発期間を30%30%30%30%削減した削減した削減した削減した

2.2.2.2. トレーニング受講後の継続開発トレーニング受講後の継続開発トレーニング受講後の継続開発トレーニング受講後の継続開発

コンポーネントが改善されて品質が安定したコンポーネントが改善されて品質が安定したコンポーネントが改善されて品質が安定したコンポーネントが改善されて品質が安定した

� 不具合発生率は、引き続き低く抑えられている不具合発生率は、引き続き低く抑えられている不具合発生率は、引き続き低く抑えられている不具合発生率は、引き続き低く抑えられている

� 生産性がさらに生産性がさらに生産性がさらに生産性がさらに40%40%40%40%向上した向上した向上した向上した

独自にモデリング独自にモデリング独自にモデリング独自にモデリング

を実施したときを実施したときを実施したときを実施したとき

USDMからからからから

クラス図に変換クラス図に変換クラス図に変換クラス図に変換
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2.1 適用領域適用領域適用領域適用領域

電池駆動のデバイスに対して適用した電池駆動のデバイスに対して適用した電池駆動のデバイスに対して適用した電池駆動のデバイスに対して適用した

� 低リソース環境でも実践可能であった低リソース環境でも実践可能であった低リソース環境でも実践可能であった低リソース環境でも実践可能であった

ポイントポイントポイントポイント

� 電源が電池である電源が電池である電源が電池である電源が電池である

� CPU4/8/16CPU4/8/16CPU4/8/16CPU4/8/16ビットビットビットビット

� RAM RAM RAM RAM 数数数数Kbyte/ROM128KByteKbyte/ROM128KByteKbyte/ROM128KByteKbyte/ROM128KByte

� アセンブラアセンブラアセンブラアセンブラ/C/C/C/C言語のみの開発環境言語のみの開発環境言語のみの開発環境言語のみの開発環境

健康向け：生体情報のセンシングデバイス健康向け：生体情報のセンシングデバイス健康向け：生体情報のセンシングデバイス健康向け：生体情報のセンシングデバイス
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3. 残った課題残った課題残った課題残った課題

派生開発への対応が不十分である派生開発への対応が不十分である派生開発への対応が不十分である派生開発への対応が不十分である

� 追加要求のマージで追加要求のマージで追加要求のマージで追加要求のマージでafterafterafterafterのモデルは作れるのモデルは作れるのモデルは作れるのモデルは作れる

ただしただしただしただし

パネルパネルパネルパネル

-

- ロックを判定するロックを判定するロックを判定するロックを判定する()

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- 検出検出検出検出

+ 検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする()
+ 検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする()
+ 状態を取得する状態を取得する状態を取得する状態を取得する()

確認元確認元確認元確認元

確認先確認先確認先確認先

を無効にするを無効にするを無効にするを無効にする

制御元制御元制御元制御元

制御制御制御制御

対象対象対象対象

パネルパネルパネルパネル

-

- ロックを判定するロックを判定するロックを判定するロックを判定する()

キーキーキーキー

- 状態状態状態状態

- 検出検出検出検出

+ 検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする検出を可能にする()
+ 検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする検出を不能にする()
+ 状態を取得する状態を取得する状態を取得する状態を取得する()

確認先確認先確認先確認先

を無効にするを無効にするを無効にするを無効にする

制御元制御元制御元制御元

制御制御制御制御

対象対象対象対象

ブザーブザーブザーブザー

を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

LED
を点滅するを点滅するを点滅するを点滅する

確認元確認元確認元確認元

を確認するを確認するを確認するを確認する を確認するを確認するを確認するを確認する

目的語目的語目的語目的語 動詞動詞動詞動詞

ブザーブザーブザーブザー を鳴動するを鳴動するを鳴動するを鳴動する

LED を点滅するを点滅するを点滅するを点滅する

Before After 
追加機能追加機能追加機能追加機能

同じ手順で同じ手順で同じ手順で同じ手順で

マージするマージするマージするマージする

差分のレビュー差分のレビュー差分のレビュー差分のレビュー

は間違い探しは間違い探しは間違い探しは間違い探し
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3.1 変更という関心事変更という関心事変更という関心事変更という関心事

UMLUMLUMLUMLにはにはにはには変更指示変更指示変更指示変更指示という関心事を扱う図がないという関心事を扱う図がないという関心事を扱う図がないという関心事を扱う図がない

� 抜本的な解決には抜本的な解決には抜本的な解決には抜本的な解決にはUMLUMLUMLUML自体の対応が必要自体の対応が必要自体の対応が必要自体の対応が必要

関心事関心事関心事関心事

View ととととModel とをとをとをとを

合わせたものが図合わせたものが図合わせたものが図合わせたものが図

視点視点視点視点

「「「「IEEE-Std-1471-2000: Recommented Practice for 
Archtectural Description of Software-Intensive 
Systems Conceptual Framework」を元に作成した

派生開発では、変更を派生開発では、変更を派生開発では、変更を派生開発では、変更を

指示するという関心事指示するという関心事指示するという関心事指示するという関心事

機能や構造機能や構造機能や構造機能や構造

という視点という視点という視点という視点

変更を表現で変更を表現で変更を表現で変更を表現で

きる図がないきる図がないきる図がないきる図がない



. まとめまとめまとめまとめ

ⅠⅠⅠⅠ．．．．要要要要求モレという問題求モレという問題求モレという問題求モレという問題

ⅡⅡⅡⅡ．．．．変変変変換でモレを見つける換でモレを見つける換でモレを見つける換でモレを見つける

ⅢⅢⅢⅢ．モデリングの具体論．モデリングの具体論．モデリングの具体論．モデリングの具体論

ⅣⅣⅣⅣ．．．．成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題

ⅤⅤⅤⅤ．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ
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. まとめまとめまとめまとめ

要求をクラス図へ変換し要求をクラス図へ変換し要求をクラス図へ変換し要求をクラス図へ変換し早期に早期に早期に早期にモレを見つけるモレを見つけるモレを見つけるモレを見つける

ポイントポイントポイントポイント

1. USDMでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ないでは要求モレに対する手立てが少ない

2. 要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる要求は機械的な手順でクラス図へ変換できる

3. 変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある変換の過程でモレが見つかるタイミングがある

4. 新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である新規開発はできるが派生開発は不十分である
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モデリングの実例モデリングの実例モデリングの実例モデリングの実例

腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！

1. 機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧を作るを作るを作るを作る

2. 機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける

3. クラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえる

4. 空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する

5. 本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する

6. モデリング手法への感想モデリング手法への感想モデリング手法への感想モデリング手法への感想

7. まとめまとめまとめまとめ
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1. 機能一覧を作る機能一覧を作る機能一覧を作る機能一覧を作る

機能機能機能機能要求を元に機能要求を元に機能要求を元に機能要求を元に機能一覧を作る一覧を作る一覧を作る一覧を作る

� USDMUSDMUSDMUSDMから作るとから作るとから作るとから作ると機能機能機能機能の粒度の粒度の粒度の粒度が揃うが揃うが揃うが揃う

目的語目的語目的語目的語 動詞動詞動詞動詞 制約条件制約条件制約条件制約条件

ホームタイムの都市情報ホームタイムの都市情報ホームタイムの都市情報ホームタイムの都市情報 を設定するを設定するを設定するを設定する アジャストボタンでアジャストボタンでアジャストボタンでアジャストボタンで

時刻時刻時刻時刻 をデジタル表示するをデジタル表示するをデジタル表示するをデジタル表示する 12/24時モードで表示方時モードで表示方時モードで表示方時モードで表示方

法を決める法を決める法を決める法を決める

時刻時刻時刻時刻 をアナログ表示するをアナログ表示するをアナログ表示するをアナログ表示する

アラームアラームアラームアラーム を鳴らすを鳴らすを鳴らすを鳴らす アラーム時刻の場合アラーム時刻の場合アラーム時刻の場合アラーム時刻の場合

ストップウォッチストップウォッチストップウォッチストップウォッチ を計測開始するを計測開始するを計測開始するを計測開始する

機能一覧の記述例機能一覧の記述例機能一覧の記述例機能一覧の記述例

Who(だれがだれがだれがだれが)、、、、What(何を何を何を何を)、、、、
When(いついついついつ)、、、、Where(どこでどこでどこでどこで)、、、、
How mach （どの程度）（どの程度）（どの程度）（どの程度）

How to ( どのようにどのようにどのようにどのように) などなどなどなど

この機能一覧の記述例は、「ずっと受けたかったソフトウェア設計の授業」この機能一覧の記述例は、「ずっと受けたかったソフトウェア設計の授業」この機能一覧の記述例は、「ずっと受けたかったソフトウェア設計の授業」この機能一覧の記述例は、「ずっと受けたかったソフトウェア設計の授業」 （飯泉（飯泉（飯泉（飯泉

純子純子純子純子 、大槻繁、大槻繁、大槻繁、大槻繁 共著）の第５章共著）の第５章共著）の第５章共著）の第５章 「振舞い」の腕時計の例題を参考に作成した「振舞い」の腕時計の例題を参考に作成した「振舞い」の腕時計の例題を参考に作成した「振舞い」の腕時計の例題を参考に作成した

構造（クラス図）に構造（クラス図）に構造（クラス図）に構造（クラス図）に

反映される粒度反映される粒度反映される粒度反映される粒度
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2. 機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける機能をクラス図に対応づける

機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける

� クラスと関連を読み上げると機能一覧に戻るクラスと関連を読み上げると機能一覧に戻るクラスと関連を読み上げると機能一覧に戻るクラスと関連を読み上げると機能一覧に戻る

ホームタイムの都市ホームタイムの都市ホームタイムの都市ホームタイムの都市

情報を設定する情報を設定する情報を設定する情報を設定する

時刻をデジタル時刻をデジタル時刻をデジタル時刻をデジタル

表示する表示する表示する表示する

目的語が同じなら、関連目的語が同じなら、関連目的語が同じなら、関連目的語が同じなら、関連

も同じクラスにつなぐも同じクラスにつなぐも同じクラスにつなぐも同じクラスにつなぐ

便宜上の便宜上の便宜上の便宜上の

空クラス空クラス空クラス空クラス
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3. クラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえるクラスの粒度をそろえる

クラスの粒度を適正化するとクラスの粒度を適正化するとクラスの粒度を適正化するとクラスの粒度を適正化すると属性属性属性属性が現れるが現れるが現れるが現れる

� 属性化で言葉の散らばりも、少し解消する属性化で言葉の散らばりも、少し解消する属性化で言葉の散らばりも、少し解消する属性化で言葉の散らばりも、少し解消する

統合で関連を統合で関連を統合で関連を統合で関連を

つなぎなおしたつなぎなおしたつなぎなおしたつなぎなおした

「の都市コード」「の都市コード」「の都市コード」「の都市コード」

等は属性として等は属性として等は属性として等は属性として

取り込まれる取り込まれる取り込まれる取り込まれる

属性レベルのク属性レベルのク属性レベルのク属性レベルのク

ラスを統合したラスを統合したラスを統合したラスを統合した
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4. 空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する空のクラスを削除する

空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる

� つなぎなおすときに、つなぎなおすときに、つなぎなおすときに、つなぎなおすときに、モレが見つかるモレが見つかるモレが見つかるモレが見つかる

主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら主語＝目的語なら

自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ自分自身につなぐ

機能一覧が不完機能一覧が不完機能一覧が不完機能一覧が不完

全だと孤立する全だと孤立する全だと孤立する全だと孤立する

空クラスへの空クラスへの空クラスへの空クラスへの

関連が無くなる関連が無くなる関連が無くなる関連が無くなる

モレていたモレていたモレていたモレていた

クラスを補うクラスを補うクラスを補うクラスを補う

制約条件からも制約条件からも制約条件からも制約条件からも

主語となるクラ主語となるクラ主語となるクラ主語となるクラ

スを特定できるスを特定できるスを特定できるスを特定できる
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5. 本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する本質的な関連に整理する

関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する

� あとは洗練させるだけ！あとは洗練させるだけ！あとは洗練させるだけ！あとは洗練させるだけ！

関連をメソッドと関連をメソッドと関連をメソッドと関連をメソッドと

して取り込んだして取り込んだして取り込んだして取り込んだ

複数の関連が複数の関連が複数の関連が複数の関連が

統合された統合された統合された統合された

自分自身への関自分自身への関自分自身への関自分自身への関

連はプライベート連はプライベート連はプライベート連はプライベート

関数になる関数になる関数になる関数になる

とりあえずとりあえずとりあえずとりあえず
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6. モデリング手法への感想モデリング手法への感想モデリング手法への感想モデリング手法への感想

分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている

� 勘と経験からの脱却に手ごたえを感じている勘と経験からの脱却に手ごたえを感じている勘と経験からの脱却に手ごたえを感じている勘と経験からの脱却に手ごたえを感じている

・・・・ 機械的にモデリングができることは、複数人でまわ機械的にモデリングができることは、複数人でまわ機械的にモデリングができることは、複数人でまわ機械的にモデリングができることは、複数人でまわ

すプロジェクトをこなす上で大変重要なことだと思いすプロジェクトをこなす上で大変重要なことだと思いすプロジェクトをこなす上で大変重要なことだと思いすプロジェクトをこなす上で大変重要なことだと思い

ます。それをある程度実現できるというところはすごます。それをある程度実現できるというところはすごます。それをある程度実現できるというところはすごます。それをある程度実現できるというところはすご

く有用性がある仕組みだと感じました。く有用性がある仕組みだと感じました。く有用性がある仕組みだと感じました。く有用性がある仕組みだと感じました。

・・・・ モデルとは経験と勘によるものが多いと思っていまモデルとは経験と勘によるものが多いと思っていまモデルとは経験と勘によるものが多いと思っていまモデルとは経験と勘によるものが多いと思っていま

したが、機械的にできる部分が多いことを実感しましたが、機械的にできる部分が多いことを実感しましたが、機械的にできる部分が多いことを実感しましたが、機械的にできる部分が多いことを実感しま

した。した。した。した。

＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞＜アンケートによる評価＞
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7. まとめまとめまとめまとめ

腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！腕時計のクラス図を作ってみよう！

ポイントポイントポイントポイント

1.1.1.1. 機能要求を元に機能一覧を機能要求を元に機能一覧を機能要求を元に機能一覧を機能要求を元に機能一覧を作る作る作る作る

2. 機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける機能一覧をクラス図に対応づける

3. クラスの粒度を適正化すると属性が現れるクラスの粒度を適正化すると属性が現れるクラスの粒度を適正化すると属性が現れるクラスの粒度を適正化すると属性が現れる

4. 空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる空クラスを削除すると、クラス図らしくなる

5. 関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する関連を整理すると、クラス図として完成する

6.6.6.6. 分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている分かりやすい手順と規準が評価されている


